


























である。 嬉しいことに，ケンプファー生誕 350 周年記念にこの研究が（今回は
図版入りで）復刻に至るが，これはハイデルベルクの美術史研究者レッデローゼ







1)　Engelbert Kaempfers Geschichte und Beschreibung von Japan. Beiträge und Kommentar, 
hrsg. von der Deutschen Gesellschaft für Natur- und Völkerkunde Ostasiens(OAG)Tokyo, 
Berlin u.a. 1980, S. 41-63.
2) Man vergleiche z. B. den Katalog der verdienstvollen Ausstellung zum 300. Jahrestag der 
Ankunft Kaempfers in Japan, Tōkyō 1990, S. 131 sowie Japan und Europa 1543-1929. 




原典資料集『ヨーロッパにおける日本』Japan in Europa に最終的に結実した 4)。こ
の資料集が出た 1990 年には，ケンプファーの日本到着 300 周年記念の展覧会や
シンポジウムにおいて，このレムゴ出身者【ケンプファー】に思いが致され，ま
た 1990 年に日本がフランクフルト書籍見本市の ｢ 主題国 ｣ となったことは，ケ
ンプファーの思い出をまた新たにさせたのみならず，ケンプファーの数多の遺稿
を批判版にて出版するというハーバーラント Detlef Haberland により提唱された
計画もまた，旧ハンザ都市レムゴ並びにレムゴ・エンゲルベルト・ケンプファー
協会 Engelbert-Kaempfer-Gesellschaft e. V. Lemgo の支援により実現を見たのであ
る。今年，つまり 2001 年の秋にはエンゲルベルト・ケンプファーの著作の注釈









本人がほとんど中国人と区別」されず，ようやく「1895 年と 1905 年の軍事的勝
利が，中国とは異なった日本の独自性」をヨーロッパ人の意識に植えつけたと記
した 6)。この発言にサンソム George B. Sansom のごとき国際的な権威が自らの『世
界史における日本』Japan in World History で記す「ヨーロッパの著述には日本に




4) 以下の小冊子でドイツに焦点を絞り最初の成果をまとめた。Japan in der deutschen 
Literatur des 17. und 18. Jahrhunderts, Nankodo Verlag, Tōkyō 1979. 2000 頁のコメン
ト付き原典資料集 Japan in Europa はヨーロッパの日本受容をマルコ・ポーロから
ヴィルヘルム・フォン・フンボルトまでの原典によって跡付けている。
5) Detlef Haberland, Wolfgang Michel, Elisabeth Gössmann(Hg.): Engelbert Kaempfer. Kri-
tische Ausgabe in Einzelbänden, München 2001(Iudicium Verlag). Band I/1 und I/2: Heu-
tiges Japan, hrsg. von Wolfgang Michel und Barend J. Terwiel; Band II: Briefe von und 
an Engelbert Kaempfer, hrsg. von Detlef Haberland; Band III: Die Pflanzenzeichnungen 
Engelbert Kaempfers, hrsg. von Brigitte Hoppe. 更なる遺稿が 2003 年までにこのシ
リーズで出版される。
6) I. Schuster, China und Japan in der deutschen Literatur 1890-1925. Bern und München 
1977, S. 56. 
7) Tōkyō 1977, S. 8.
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れてしまう 8)。一連の発言の出典が共にマルティーノ Pierre Martino のしばしば引
用される『18，19 世紀のフランス文学における東方』L’Orient dans la Littérature 



























だからである 10)。こうしてホイス Theodor Heuss も，エンゲルベルト・ケンプファー
は「国民の意識の中へと……入り込むことなく」，むしろ「専門的な学問のアラ
ベスク」に留まったという苦言を 1947 年においても尚，呈することが可能であっ
































の競売カタログにケンプファーの 1732 年の仏語版 3 巻本が載っているのを発見
しても驚くに値しないのである 15)。18 世紀の文献や文学的な営みに関する今日の
無知は，少なくとも当代と同じように過小評価されるべきではないだろう。
11) Engelbert Kämpfer, Der erste deutsche Forschungsreisende. In: Schattenbeschwörung. 
Randfiguren der Geschichte, Stuttgart und Tübingen 1947, S. 23.
12) Engelbert Kaempfer, Geschichte und Beschreibung von Japan... Unveränderter Neudruck 
... Mit einer Einführung von Hanno Beck, Stuttgart 1964, Bd. I, S. 1 f.
13) Vgl. dazu H. Hüls, Zur Geschichte des Drucks von Kaempfers Geschichte und Beschrei-
bung von Japan und zur sozialökonomischen Struktur von Kaempfers Lesepublikum im 
18. Jahrhundert. In: Engelbert Kaempfers Geschichte und Beschreibung von Japan. Bei-
träge und Kommentar, hrsg. von der Deutschen Gesellschaft für Natur- und Völkerkunde 
Ostasiens(OAG), Tokyo, Berlin u.a. 1980, S. 65-94.
14) U. Bitterli, Die ‚Wilden‘ und die ‚Zivilisierten‘. Grundzüge einer Geistes- und 
Kulturgeschichte der europäisch-überseeischen Begegnung. München 1976, S. 70.






命中の 1712 年に既に『廻国奇観』Amoenitates Exoticae を公刊していたことであり，
そこには日本をテーマとする論文も含まれていた（18 世紀にしばしば論じられ
た日本の鎖国政策の正当性をめぐる有名な「鎖国論」も）。1713 年 7 月の『トレヴー











影響力を持てなかったであろうから。1714 年 4 月，パリ発行の『ジュルナル・ド・
サヴァン』Journal de Sçavans は『トレヴー誌』の広告を『日本誌』の告知と共に
引き継ぎ，さらにそこから，1715 年の『ライプツィヒ学術新報』Leipziger Neue 




teraria Anni MDCCXVIII のみが「最高の努力を以って」日本研究を行った者とし




　高名なギーセンの医師ヴァレンティニ Michael Bernhard Valentini は『あらゆる
材料と香辛料の舞台，並びにその自然の描写，選択，効能と用法』SchauBühne 
Aller Materialien und Specereyen Nebst deren Natürlichen Beschreibung/Election, Nutzen 
16) D’Alemagne de Lemgou（S. 1286）という見出し語で。
17) Vgl. K. Meier-Lemgo, Bibliographie der Werke Engelbert Kaempfers. In: Engelbert 
Kaempfer, Philipp Franz von Siebold. Gedenkschrift (Mitteilungen der Deutschen Gesell-
schaft für Natur- und Völkerkunde Ostasiens, Supplementband XXVIII), Tokyo 1966, S. 
53f. ― Vgl. weiterhin den Extrait de l’Histoire du Japon par le Docteur Kaempfer. In: 
Lettres serieues et badines sur les ouvrages des savans, Tome Second. Premier Partie, A la 
Haye 1729, S. 345-378.
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und Gebrauch の第 2 版二）で，ケンプファーの『廻国奇観』を繰り返し引用している。
ちなみに，ヴァレンティニの著作は，シーボルト Philipp Franz von Siebold によっ
ても使用されたものでもある 18)。さらには，サンクトペテルブルグの科学アカデ
ミーに勤務し，そこで（難破した）日本人とも共同作業を行った著名な（ゴット
シェートにその雄弁を評価された）19) 中国学者バイヤーGottlieb Siegfried Bayerは，






年の『日本キリスト教史』Histoire ... du Christianisme dans l’Empire du Japon を，
ケンプファーの『日本誌』との競合的な試みとして 1736 年に拡充したのは恐ら
く偶然ではない。この書に彼は『日本全史誌』Histoire et Description Générale du 





述」（Bd. 6, S. 177-313）と同時に，長崎の記述（Bd. 5, S. 418 ff.）においても，明
確にケンプファーに準拠したのである。それでも，シャルルヴォアによる自らの
情報源に対する批判は『日本史』History of Japan という名で登場したケンプファー
の著作の題名が自負するところに向けられた。シャルルヴォアは自らの著作のみ
にこの題名を是認する一方で，ケンプファーの著作を「日本についての最近の報
告書」とか「彼の日誌」と呼んで格下げし（Bd. 1, S. 15），この著作を「好奇心
の強い旅行者の報告で，実に有能な人間であり，民間伝承にすこしばかり重きを
置きすぎるが，これは歴史ではない」（Bd. 6, S. 364）とした。この「旅行者」と
いう名称は，軽蔑的な調子を示すために，批判的な箇所で極めてしばしば繰り返
18) Vgl. dazu H. Körner, Die Würzburger Siebold. Eine Gelehrtenfamilie des 18. und 19. 
Jahrhunderts, Neustadt a.d. Aisch 1967, S. 814. ヴァレンティニは，自著 Ost-Indiani-
sche Send-Schreiben の補遺の中で公にした。
19) ゴットシェートは，バイヤーが 1727 年にペテルスブルグのアカデミーで朗読し
たエカテリーナ 1 世に対するバイヤーの弔辞を Handbuch der Redekunst に収録し
た。
20) S. 73 f. 【原文は以下の通り。】Non est hoc loco dissimulandum Engelpertum Kaem-
pherum diligentissimum virum, cum in Iapania ageret in eam etiam partem studium suum 
vertisse, vt Iapanicas litteras cognosceret. Iisdem autem vtuntur litteris Iapanes, quibus 
Sini, suo tamen sermone pronunciant. Itaque Kaempherus cum amoenitates suas Euro-











スタントの単なる証言に過ぎない」（Bd. 4, S. 279）として非難を隠そうとしない
のである。すなわち，ケンプファーの自然史的（教会にとって無害な）研究ははっ
きりと評価され，宗教上の問題で信頼に値しない「プロテスタントの医師」（Bd. 1, 
S. 177）については，神学的・教会史的解釈に関する「誤り」（Bd. 2, S. 279）を
責めるのである。もっとも，ケンプファーが自らの雇い主であるオランダ東イン
ド会社の憚るところのない金儲け主義を非難したことで，この「プロテスタント
の著者」Auteur Protestant（Bd. 5, S. 320）はその「公正な気質」並びに「ドイツ
人の真摯さ」（Bd. 5, S. 328）ゆえに，高い賞賛を受ける（後で見るように，こう
した賞賛はシャルルヴォアによるものだけではない）。ともかくも確認すべきは，
このイエズス会士の著者ですら，ケンプファーが「彼らの宗教の様々なシステム
を」（Bd. 6, S. 363）他の誰よりもよく整理したと証言していることである 23)。
　ドイツにおけるケンプファー受容史にとって早い時期の極めて重要な証言は，
ブルッカー Jakob Brucker の記念碑的かつ地理学・年代学的に一歩進んだ『哲学





てケンプファーは部分的に「あやふやな情報」（Bd. 4, S. 246 f.）であるとされ，
部分的に「彼の研究と正直さゆえに尊敬すべき」（Bd. 1. S. XV）ではあるが，ケ
ンプファーは自分の典拠を「少しばかり軽率に考えた」とされる。この引用およ
び前の引用は私が使用することができた 1754 年の第 2 版に全て拠っている。
22) 「この著者が細心の注意を払って収集した日本の自然史に関して，私はほとんど

























の『百科全書』Encyclopédie の項目「日本人の哲学」Philosophie des Japonois が示す。












Goch の著作の 1733 年の独訳本によってもわかる。この著作は，英国の船長サモ




記述に関する新たな学問的状況を示唆し，その中で，カロン Caron のような 17
世紀初期の著述家を「古い著者」と呼び，「彼らは我々に日本が 100 年前とそれ
以後にいかなる状況であったかを描写してみせる」と述べる一方で，テン・ライ
ネ Ten Rhyne やケンプファーのような著述は「日本に関する全ての事柄について，
24) ここで看過されるべきでないのは伝記的な【記述を含む】大事典である。Niceron








最も信頼できる」25) としている。例えば，ヘルダー Herder でさえも，日本人につ
いて叙述する際にその『人類史の哲学考』Ideen zu einer Geschichte der Philosophie 
der Menschheit 26) の中で，日本について大幅に『水陸旅行記，すなわち，旅行
記全集』Allgemeine Historie der Reisen zu Wasser und zu Lande oder Sammlung aller 


























25) Der Heutigen Historie oder des Gegenwärtigen Staats aller Nationen, Ersten Theils, 
anderes Stück, enthaltend eine umständliche Beschreibung des Grossen Kaiserthums 
Japan, an statt der kuruz gefaßten Englischen Nachricht des Herrn Capitain Salmon. Von 
dem Herrn M. van Goch, M. D. in Holländischer Sprache entworffen, und anitzo ins Teut-
sche übersetzt von A. H., Altona 1733; beide Vorreden sind unpaginiert.
26) Theil 2. 1785 (Sämtliche Werke, Hrsg. B. Suphan, Bd. 13, S. 218.)
27) Ebda.
28) Vgl. dazu F. Flaskamp, Herders Bücherkauf zu Lemgo. Ein Beitrag zur Geschichte der 
Bibliotheca Herderiana. In: Jahrbuch der Gesellschaft für niedersächsische Kirchenge-


















　レッシングは 1754 年 12 月 28 日付の『ベルリン市公認新報』Berlinische privi-
legirte Zeitung で，ド・マルシィ de Marsy の『ロリンズ中古代史の続編としての
中国人，日本人，インド人等々の近世史』Histoire Moderne des Chinois, des Japon-
nois, des Indiens ... etc, pour Servir de Suite à l’Histoire Ancienne de Rollin の 1・2 巻
を書評した。同書はこの書評と同じ年にパリで出版され，1756 年にツァッハリ
















30) Vgl. hier und im folgenden Engelbert Kaempfer, Geschichte und Beschreibung von Japan, 
























　1762/63 年に，英語から翻訳された『世界史』Algemeine Welthistorie の 24・25

















するという興味深くも不器用な試みを企てた。「日本人の歴史」（Bd. 1, S. 413-
522）では次のような具合になっている。すなわち，彼は原典を「日本の歴史家た
ち」と見なし，「彼らは，後に列挙する後代のヨーロッパの諸歴史書，とりわけ
ケンプファーの著作中で使用された ｣ とし，さらには ｢ 中国の諸歴史書 ｣ をも原
典と見なす。またガッテラーはある ｢ 日本の年代記 ｣ も示唆する。それはドギー
ヌ Deguignes が自らの著書『フン族，トルコ人，ムガールおよびその他の西方の
タタール人の歴史』Allgemeine Geschichte der Hunnen und Türken, der Mogols und 







　ボイゼン Friedrich Eberhard Boysen は，1767-1772 年に改めて『世界史』Allge-








つ折版 120 頁から 150 頁程度が適当な長さだと考えられたようで，例えば，ドル
ヴィル Contant Dorville によるフランス語の『世界諸民族史』Histoire des Différens 
Peuples du Monde（Paris 1772）も「誠実な旅行者」たるケンプファーから長い引
用を行っている。彼もまた将軍の謁見の場面（「この突拍子もない場面」S. 332 
ff.）を詳細に記すが，これについては後述に譲る。
　ケンプファーの影響と評価に関する重要な権威として，ハラー Albrecht von 







31) So K. Meier-Lemgo, Die Wirkung und Geltung Engelbert Kaempfers bei der Nachwelt. 
In: Lippische Mitteilungen aus Geschichte und Landeskunde 34 (1965) S. 199.
32) Reise nach Hudsons Meerbusen ... beschrieben von Heinrich Ellis, Göttingen 1750 (Vor-


















ることになる。辞書の著者として名高いアーデルング Johann Christoph Adelungは，
1768 年に「日本および中国への北東航路発見のために様々な国民によって企て













33) K. Meier-Lemgo（vgl. Anm. 31）は次のように指摘している。スウェーデンの日本
旅行者トゥンベリは，日本から帰国後，リンネの後継者として，リンネが発展さ











動きによって，妻の伊邪那美尊と肉交の道を知った」（Bd. 1, S. 254）という「ア





　1758 年の『国民的自尊心について』Von dem Nationalstolze の論考で，ツィン




ているように，妻との交わりを学んだ」35)。1758 年 36) の『ゲッティンゲン学術報告』
Göttinger Gelehrte Anzeigen において，アルブレヒト・フォン・ハラーはツィンマー
マンを茶化して「我々は神である伊邪那岐尊の行為とのある種の比較を読まぬ方
が良かった」と強調した。しかし，1772 年の国家小説『黄金の鏡』Der Goldene 
Spiegel におけるヴィーラント Wieland も，1778 年の好奇心一杯の『日本皇帝と
の謁見の報告』Nachricht von meiner Audienz beim Kaiser von Japan におけるクラウ









　ダルジャン侯爵 Marquis d’Argens は 1739 年に出版された『中国人の手紙』




35) Zit. nach der zweiten Auflage Wien 1766, S. 24.
36) S. 588 ff. 以下のものに再録された。Tagebuch seiner Beobachtungen über Schriftstel-
ler und über sich selbst, Erster Theil, Bern 1787, S. 161.


































同書によれば『中国人の手紙』は第 8 版まで版を重ね，1768 年にダルジャンの著
作集に再録された。
38) 『中国人の手紙』は 1768-1771 年にドイツ語で刊行された。Chinesische Briefe, oder 
philosophischer, historischer und kritischer Briefwechsel, zwischen einem reisenden Chi-
neser in Paris und seinen guten Freunden in China, Moscau, Persien und Japan. ここで
は同版に拠って引用する。









の友人に宛てた書簡集』Citizen of the World, or Letters from a Chinese Philosopher 
Residing in London to his Friends in the East がある（1781 年にヴェッツエル Johann 





















40) Fünfter Theil, 1771, 125. Brief, S. 49 und 53.
41) Vgl. A. Boscaro, 16th Century European Printed Works on the First Japanese Mission to 
Europe, Leiden 1973.
42) Zit. nach der Ausgabe London 1900, Bd. 2, S. 280, 282.
43) もっとも『水陸旅行記全集』（1753）の第 11 巻は既にメンデス・ピントを根拠と
して「日本人自身は優れた道化師であり，お偉方は自ら道化を演じても面目を失
うとは考えないほどそれを楽しむ」と指摘している（S. 548, Anm. z）。
44) Vgl. Verfasser, „Ordentliche Affenposen.“ Marginalien zur Einführung der deutschen 
Sprache in Japan. In: Berichte des Japanischen Deutschlehrerverbandes 15 (1979). ヴァ
イマール版ゲーテ全集（Sophien-Ausgabe, Bd. 42, 2. Abt., Weimar 1907）は，この






































45) Zit. nach: Sämtliche Werke, Hrsg. C. Redlich, 1. Bd., Gotha 1907, S. 151ff. Vgl. dazu 






































46) A. a. O. Bd. 3, 1769, S. 66-68.
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啓蒙主義時代に特有な帝王学の書（フェヌロン Fénelon の 『テレマコスの冒険』
Télémaque に続くもの）としての小説を挙げることができよう。この小説はケン
47) Zit. nach der Erstveröffentlichung des Entwurfs durch H. Butzmann im Jahrbuch des 
Freien Deutschen Hochstifts (1966), S. 111. Vgl. Verfasser, Lessings Tonsine-Entwurf im 
Kontext europäischer Japonaiserien des 18. Jahrhunderts. In: Doitsu Bungaku 63 (1979), 
S. 52-61. レッシングの「トンジーネ」の背景にある実在の女性像に言及した発
展研究は以下の題名である。Madame Constance und Lessing. Ein Kapitel aus der 
Japanrezeption der europäischen Aufklärung. In: Sprache und Kommunikation im kultu-
rellen Wandel. Festschrift für Eijiro Iwasaki anläßlich seines 75. Geburtstags, hrsg. von 









て日本で流行していた。6 世紀に統治を行った武烈帝 Kaiser Buretz は自分の慰み
のためにしばしば自らの手で妊婦たちの腹を切っていた……」（S. 164）。この情




た）ボーモン夫人 Madame Leprince de Beaumont は『豊後王シヴァン』Civan, Roi 
de Bungo（1754）において，架空の旅行やお伽噺並びに冒険小説の諸要素を取り
入れてはいるが，こうした要素は単に表層的な脇筋を提供しているに過ぎない
















































宗教的爆薬を内包するものであった。ボシュエ Bossuet が 1681 年の『普遍史論』
















50) Von dem verderblichen Religionseifer und der heilsamen Duldung aller Religionen とい
う題の講演は，ゴットシェートの 1736 年の Ausführliche Redekunst に収録され，
出版された。ここでは以下のものから引用。J. Chr. Gottsched, Reden, Vorreden, 
Schriften. Leipzig 1974, S. 67.
51) Zit. nach: Voltair’s sämtliche Schriften, Berlin 1787, Bd. 8, S. 24, 27; Bd. 10, S. 124.
52) In seiner Allgemeinen Geschichte der Hunnen und Türken ..., III. Buch, II. Von dem Kay-
serthum Japon. S. 182. ドギーヌとケンプファーの年代の違いについては Bd. 1, S. 
166ff. の該当するドームの注釈を参照。

























Castilhon も反論している。カスティヨンは 1770 年にドイツ語で出版された『諸
国民の特質，風俗，政治体制の多様性の自然的，道徳的原因の考察』Betrachtun-
gen über die physikalischen und moralischen Ursachen der Verschiedenheit des Genie, 











55) Montesquieu, Vom Geist der Gesetze, eingel., ausgew. und übers. von K. Weigang, 
Stuttgart 1976, S. 281 (17. Buch, 6. Kap.).
56) Buch 12, Kap. 17 (Über die Enthüllung von Konspirationen).




































58) Aus einem Aufsatz im Teutschen Merkur von 1773 (abgedruckt in: Sämtliche Werke, Hrsg. 
H. Düntzer, 38. Teil, S. 173).
59) Artikel Japanische Philosophie, Bd. 16. Frankfurt 1791, Sp. 774.
60) Vgl. Bd. 2, S. 416.



































いて，スウェーデンの外交使節団ファブリッシオ Lud. Fabricio 一行と共に秘書の
62) In seinem Werk Die Entstehung des Historismus. 1936.
63) A. a. O., Bd. 14, S. 19.
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ろで自然史の凡そ珍しい見聞を得ることができた。ケンプファーは 1689 年 9 月，
ついにバタヴィアに到着した。しかし，彼はそこに長く留まることなく，翌年の
5 月にオランダ大使一行の侍医として日本へ渡った。同時にシャム王国も見聞し






な家庭の厄介事や長く患った疝痛が 1716 年 11 月 2 日ついに彼の命を奪った。」





































一）フランス語版は 1735 年（Paris）と 1736 年（La Haye）に出版されており，こ
れらは『日本誌』を含まない。『日本誌』を付録とするのは以下のドイツ語版の
み。Ausführliche Beschreibung des Chinesischen Reichs und der grossen Tartarey. 4 Bde. 
Rostock 1747-1749. 
二）Frankfurt a. M., 1714.
三）これは『百科全書』第 1 巻の出版年。ディドロによる「日本人の哲学」項目は
1765 年の第 8 巻収録。
四）スイフトは『ガリバー旅行記』（1726）の中で，オランダ人が日本で踏絵を行っ
ていること，こうした行為によって日本貿易を守っていることを風刺した。（JiE, 
Bd. 2, S. 178ff.）。









いに批判されるだろう，と述べている。（JiE, Bd. 2, S. 47, Anm. 1.）
64) Detlef Haberland は図版豊富なケンプファーの伝記を公刊した。Von Lemgo nach 









Bd. 2, S. 502）。
九）犯罪者は罪の軽重を問わず死罪となる法律。比喩ではなく，ケンプファーは日本
の法律をそのようなものとして説明している。
十）フランス語からの翻訳で原著名は以下。Considérations sur les causes physiques 
et morales de la diversité du génie, des moeurs, et du gouvernement des nations, tiré en 
partie d’un ouvrage anonyme, par M. L. Castilhon, Bouillon 1769.
訳者あとがき










　当翻訳は序文や注を含め全て復刻版（Iudicium Verlag, München 2001）に拠っ
た。ただし，図版は省略した。原注は文末にアラビア数字で記し，可能な限り原
文のままに表記し，必要な場合は日本語に置き換えた。補足を要すると思われる
箇所には訳注を漢数字で付した。使用した略号 JiE は Kapitza, P. (Hrsg.): Japan in 
Europa (2 Bde. u. Begleitband, Iudicium Verlag, München 1990) を指す。本文中の（　）
は原著者によるもので，【　】は訳者による。原文の Kaempfers Japan Werk は「ケ
ンプファーの『日本誌』」と訳した。日本で「鎖国論」として知られる論文は，
Kaempfers Essey über die japanische Abschließungspolitik ないしそれに類する表現で
呼ばれるが，通例にならって「鎖国論」と表記した。
岡野　薫　
